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々数十秒である｡従って,巨視的世界においても量子カオスの飽和は観測できるはずである｡

それでは,我々が古典系のカオスを観測できるのは何故だろうか｡
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本報告は講演者 (Hasegawa)が1987年5月,6月西独で行ったJSPS派遣研究の要旨で,

T.Yukawaの理論を確率過程の理論 (Dysonのブラウン運動の方法)と組合せて定式化し,

Brody分布,Berry-Robnik分布に代る内挿公式を導いたものである｡西独において水素原

子カオスの実験的 ･理論的研究が進行し,磁場中水素原子のエネルギー準位スペクトルの精密

計算とその統計分布の研究がなされた｡その一人であるWunner氏の協力を得て水素原子の

場合に応用した結果も含めた｡本研究は同年7月30, 31日ロンドン大学 RoyalHolloway

校で開催された国際会議

AtomicSpectraandCollisionsinExternalFields2

で報告を行っている｡詳細については Plenum PublishingCorporationより刊行される

予定である(プレプリント用意あり)0
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